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　　人團の動き

一　7月1日現在一一

男　　4，314（＋4〉

女　　49404（＋6〉

計　　8り718（＋lo〉

世帯数29248（＋D
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妻有の郷でろばた対話
　6月27日、県主催の地域別懇談会が開催されました．午前
中は、上野の星名邸（国指定重要文化財）を会場に、平山県知

事と妻有の若者9人が、ろばたを囲んで妻有について語りまし

た．町からは、上野の渡貫文人さんと沖立の星名康弘さんが参

加され、屈託なく知事と話をしました．

　午後からは、中里村のユーモールに会場を移し、県政全般に

ついて意見を聞くrさわやかトーク」が行われ、多くの方から

県政についての意見や要望が出されました．

圃休日救急医
7月10日第二藤巻医院（上　野）壼68－2018

17日中条病院（中条）a57－3018

24日大坪医院（四日町）a57－6100

31日至誠堂医院（西浦町）a52－3276

8月7日大熊内科医院（山本1）壼52－7066



塗

　
六
月
二
十
一
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
、
三
日

間
の
会
期
で
第
四
回
町

議
会
定
例
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
二
十
一
日
は
、
八
人

の
議
員
に
よ
る
一
般
質

間
と
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
現
行
制

度
の
維
持
に
関
す
る
請

願
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
二
十
三
日
は
、
川
西

町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
事
業
に
伴
う
費
用

徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
と
、
一
般

会
計
補
正
予
算
ほ
か
六

件
の
補
正
予
算
を
可
決
。

新
潟
県
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更

ほ
か
一
件
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
去
る
三
月

定
例
会
で
総
務
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
た
町
営
ス
キ
i
場

開
設
に
関
す
る
請
願
が

採
択
さ
れ
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
に
関
す
る
意
見
書
ほ

か
二
件
を
可
決
し
ま
し

た
。　
主
に
補
正
予
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会　計　名
当　初　予　算

（補正前の額）
補　　正　　額 補正後の予算額 補正の主な理由

一般会計補正予算
　（第1号）

　　　千円
5598000，　　　　　　，

　　　千円
100655
　，

　　　千円
5698655，　　　　　　，

住民税の特別減税に伴う減収
に対する補てん措置

川西町国民健康
保険特別会計補
正予算（第1号）

513000
　，

2，931 515931
　，

人事移動に伴う人件費の組み
替え

川西町国民健康保
険診療所特別会計
補正予算（第1号）

196100
　，

2，544 198644
　，

人事移動に伴う人件費の組み
替え及び臨時医師の賃金

川西町老人保健
特別会計補正予算
　（第1号）

918800
　，

17493， 936293
　，

前年実績に基づく清算調整

川西町農村集落排
水事業特別会計補
正予算（第1号）

941100
　，

202320
　， 1143420，　　　　　　，

新規地区採択による事業費増
及び継続地区の事業費割当の
増額

川西町下水道事業
特別会計補正予算
　（第1号）

684800
　， 0 684800

　，

事業工程変更による設計委託
費の増（工事請負費の減）

川西町水道事業会

計補正予算
　（第1号）

290，600 27873
　，

318473
　，

JR補償工事費の増

　町政に対する一般質問等につきましては、本年度より町議会議員の

皆さんによる川西町議会報が発行されることになりました．

　6月の定例会については、7月下旬の発行となる予定ですのでご覧
ください。

6．7．10②



赤
谷
若
衆
の
会
（
長
谷
川
東
会
長
）
は
、
県
天
然
記
念
物
の
赤
谷
大
け
や

き
（
写
真
）
を
活
用
し
、
「
大
け
や
き
の
郷
、
赤
谷
」
づ
く
り
事
業
を
し
ま
す
。

　
こ
の
支
援
事
業
は
、
町
内
の
青
年

会
、
P
T
A
等
各
種
団
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
や
資
源
な
ど
を

活
用
し
て
、
個
性
的
で
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
行
う
場
合
に
助
成
し
、

住
民
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。

　
平
成
六
年
度
か
ら
始
め
た
事
業
で
、

広
報
四
月
号
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
十

二
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

か
わ
に
し
21
委
員
会
に
諮
る
等
内
容

審
査
の
結
果
八
団
体
の
事
業
（
下
記

一
覧
表
の
と
お
り
）
を
支
援
す
る
こ

と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

上野“彩りのまちづくり”プロジェクト整備事業

0　の　　0　0　　0　0　0　0　0

D

　
今
回
八
事
業
に
つ
い
て
支
援
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
が
、
事

業
規
模
の
小
さ
い
も
の
が
多
か
っ

た
た
め
予
算
に
若
干
ゆ
と
り
が
あ

り
、
二
次
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

応
募
締
切
　
七
月
二
十
九
日

お
問
合
せ
　
役
場
開
発
課
振
興
係

　
　
　
　
　
（
六
八
⊥
二
一
一
一
）

わんぱく広場（約450㎡） e

地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

事
業
に
つ
い
て

二
次
募
集
し
ま
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
o
立
木
（

イ氏花木）　　。、
0　0　0　0　　ベンチ汗岬●
　　　　　　　　　羅癖螺．・麟揺驚

　　　　　　　　　・！鯉　　　　．歪　　へ…？，・・」濯’．

彩り広場（約60胴）　繊敷勤護幽
　　　　　　　　　　禽　　ンも・，

　　　　　休憩場！隷．塑道　ゆ勤

藷趣講醗紬
石仏　　　石畳ロード　車止柵

　　駐輪場　　　　　　　o案内看板

至仙田　国道252号　至木落

上野青年会（小林勝利会長）は、慈済庵跡地を活用し、上野“彩
りのまちづくり”プロジェクト（図面）により花の園と遊びの広
場を整備します。

平
成
六
年
度

地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
決
定

平成6年度地域活性プロジェクト支援事業一覧表
番号 申　請団　体 事業名　・場所 内　　　　　　　容 事業費 補助金額

上野青年会 上野「彩りのまちづくりプロジ 地域の人達が気軽に訪れ楽しめる「花の園」と、子供達のための
千円 千円

1 代表　小林勝利 エクト」
「遊びの広場」を、地域住民の参加のもとに整備し、地域のシンボ
ルとしての“彩りの空間”をつくり、地域・世代問交流の場とする。

1，599 959

会員　15人 （場所）上野慈済庵跡地 ・彩り広場の整備：600m・　・わんぱく広場：450m・

赤谷若衆の会 「大けやきの郷・赤谷」づくり 県天然記念物である大けやきを核とした地域づくりを行い、仙田

2 代表　長谷川東 事業（第一次）
地区における観光拠点にする。
・集落全戸にけやき苗を配布　・国道252号赤谷入口部分に、シン 500 400

会員　20人 （場所）赤谷集落内全域 ボルとしてのけやきを植樹。　・大けやきの下で集落大演芸会

千手小学校PTA 親子でベゴニアを育てましょう 親子や地域で花を育てることにより、豊かな心を作ると共に良好な地域環
境を創造する・　・参加者：PTA、地域の人で400人　・期間：6月～10

3 代表　馬場繁信 月　・方法：プランター、養土、ベゴニア苗等を配布し、育ててもらう。 280 168
・成果のフォロー：7月3日（郡市PTA研究会会場）と10月23日（学芸会）

（場所）千手地内 に千小に集め展示する。花いっぱいコンクールに参加する。

霜条霜遊青年会 霜条フラワーロード等事業 ・町道沿線に花を植えることにより、生活環境美化を図り、うるおいのある
地域づくりを進める。　・イベント着を揃えることにより会員意識の高揚を

4 代表　小堀良和 図る。 462 295
・フラワーロード：スイセン750球植栽（幹線道路から体育館までの400m）

会員　27人 （場所）大字霜条地内 ・イベント着購入　・集会用テント購入

中仙田百円会 中仙田ふれあい町づくり事業 中仙田地区の子供達に夢を与え、一人暮らしの老人とふれあいを

5 代表　南雲　弘
持つ。イルミネーションで地域住民に夢と感動を与える。
・イルミネーション事業：高さ30mの大木に、イルミネーションを 208 166

会員　55人 （場所）中仙田地区 付ける。　・サンタタロース事業　・タリスマスパーティ事業

十七夜祭りを盛り上げる会 伝統行事振興事業 近郷近在の最大の祭りである十七夜祭りを地域住民こぞって盛り

6 代表星名賢治
上げる演芸大会、特産品の販売、カラオケ大会、児童のサッカーP
K合戦等をする。 960 500

会員　71人 （場所）大字友重、大字伊勢平治 ・祭半天、、売店用テント、演芸・カラオケ機材借用

野口集落 野口集落遊園地整備事業 空地利用で幼児公園を整備し、幼児の健全育成を図る。維持管理を集落で

7 代表　野沢由篤
行い、その作業を通じて、コミュニケーションを図る場ともする。
・宅地跡の整備：299㎡　・砂場の設置：30m・　・フェンス、遊具、ベンチ

1，066 639

（場所）野口集落センター隣 の設置　　・花壇の整備

愛のまちづくり推進委員会 国道252号沿道整備事業 ふるさとを愛し、育むことを目的とし、私達のまちのすみずみか

8 代表　押木孝也
らアメニティをつくる。
・啓蒙のための看板の取り付け。　・ミニ公園の造成　・花壇の整

195 117

会員　13人 （場所）元町地内 備

③6．7．10



　
六
月
四
日
・
五
日
、
旧
白
倉
小
学

校
と
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
県
囚
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
グ
ル
ー
プ
の
交
流
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
町
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
町
内
連
合
青
年
組
織
Y
A

R
O
U
K
A
I
・
町
商
工
会
青
年
部

等
の
グ
ル
ー
プ
や
地
元
大
白
倉
・
小

白
倉
集
落
の
皆
さ
ん
が
、
休
日
昼
夜

を
問
わ
ず
に
打
合
せ
や
準
備
を
し
て

き
ま
し
た
。

　
四
日
の
旧
白
倉
小
学
校
会
場
に
は
、

新
潟
市
や
佐
渡
の
畑
野
町
な
ど
県
囚

か
ら
約
二
百
五
十
人
が
集
ま
り
、
県

の
海
老
副
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
を
迎
え
た
な
か
で
、
　
「
地
域
づ
く

り
団
体
新
潟
県
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
多
摩
大
学
教
授
で
小
田

急
堂
ム
本
の
望
月
照
彦
先
生
の
「
地
域

づ
く
り
最
前
線
・
い
ま
新
潟
で
日
本

で
そ
し
て
世
界
で
」
と
、
地
域
産
業

研
究
所
長
で
静
岡
地
域
嵩
禾
本
の
田
中

孝
治
先
生
の
「
地
域
学
と
人
づ
く
り

・
未
来
づ
く
り
」
と
題
し
た
二
つ
の

基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
講

演
の
な
か
で
望
月
先
生
は
、
川
西
町

を
英
語
に
訳
す
と
リ
バ
ー
ウ
エ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

こ
の
名
前
は
発
展
す
る
町
の
代
名
詞

、羅，

多摩大教授

望月照彦先生

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
川
西
町
の

地
形
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
と
な
る

と
ざ
っ
と
七
百
兆
円
の
造
成
費
を
必

要
と
す
る
だ
ろ
う
、
こ
の
自
然
環
境

を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。
二
十
一

世
紀
の
産
業
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る

の
は
農
業
で
あ
ろ
う
、
頭
を
使
っ
た

農
業
や
自
然
と
対
話
す
る
農
業
を
展

開
し
て
は
ど
う
か
と
提
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
形
県
遊
佐
町
の
例
を
挙
げ
、

芭
蕉
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
い
う
一

見
関
連
の
な
い
よ
う
な
も
の
を
き
っ

か
け
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
交
流
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
年
寄
り
の

方
も
朝
の
挨
拶
に
「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ

ン
グ
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
紹

介
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
地
域
づ
く

り
に
は
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域

の
情
熱
を
活
用
し
て
、
楽
し
く
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
　
「
過

疎
だ
大
変
だ
ど
う
し
よ
う
」
と
い
っ

た
よ
う
な
深
刻
劇
的
な
地
域
振
興
で

は
な
か
な
か
成
功
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
結
び
ま
し
た
。

　
続
い
て
壇
に
立
た
れ
た
田
中
先
生

は
、
地
域
学
と
い
う
の
は
一
本
の
道

路
や
鉄
道
、
河
川
と
い
っ
た
共
通
の

生
活
圏
を
持
つ
地
域
・
人
を
対
象
に

そ
の
地
域
を
ど
う
し
て
い
け
ば
便
利

地域産業研究所長

田中孝治先生

で
住
み
良
い
所
に
で
き
る
か
と
い
っ

た
こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
町
村

と
観
光
や
物
産
等
で
競
争
し
勝
て
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
勝
て
る
部
門
を

独
自
に
開
拓
す
れ
ば
い
い
。
最
後
に
、

人
は
交
流
に
よ
っ
て
刺
激
を
受
け
、

新
し
い
も
の
や
方
法
等
を
生
み
出
し

て
き
た
。
異
な
っ
た
も
の
が
混
じ
り

合
う
「
き
わ
」
の
部
分
を
大
切
に
し

て
い
く
と
、
人
と
地
域
の
交
流
が
足

し
算
で
な
く
掛
け
算
に
な
る
と
結
び

ま
し
た
。

地域づくりの話しを熱心に聞く参加者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

基
調
講
演
の
後
は
、
「
え
っ
さ
快
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
」
と
題
し
、
参
加
者
が
十
四
の
班
　
●

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
取
組
み
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
話
6

し
合
い
ま
し
た
。
午
後
六
時
か
ら
旧

白
倉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
始
ま
っ

た
交
流
会
も
、
先
の
グ
ル
ー
プ
討
議

で
の
活
発
な
発
言
が
引
き
継
が
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
宿
舎
と
な

っ
た
松
葉
荘
と
川
西
中
学
校
南
原
寮

の
「
よ
～
な
べ
楽
集
」
へ
と
進
み
ま

し
た
。
適
度
に
ア
ル
コ
ー
ル
も
ま
わ

っ
て
、
ど
の
部
屋
も
普
段
の
活
動
の

こ
と
や
地
域
の
こ
と
に
話
し
が
弾
み
、

午
前
2
時
頃
ま
で
延
々
と
話
し
込
ん

で
い
た
猛
者
も
い
た
そ
う
で
す
。

屋上、庭、教室に分れて情報交換



　
翌
五
日
の
ほ
い
さ
快
議
で
は
、
「
川

西
学
コ
ト
は
じ
め
」
と
題
し
て
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
望
月
先
生
が
、

助
言
者
を
田
中
先
生
が
務
め
、
町
の

四
人
の
方
か
ら
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

麟轡雛織　
　
　
　
　
　
青
年
会
の
江
口
篤
さ

ん
で
、
　
「
白
倉
を
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
小
白
倉
が
人
の
和
を
大
切
に

す
る
集
落
で
あ
る
こ
と
。
紅
葉
引
き

や
バ
イ
ト
と
い
っ
た
地
域
に
根
差
し

た
行
事
が
あ
る
こ
と
等
を
説
明
し
、

こ
の
交
流
会
を
通
じ
て
地
域
交
流
の

大
切
さ
を
感
じ
た
感
想
を
述
べ
ま
し

　
　
　
　
　
　
た
。川

西
町
文
化
財
調

査
審
議
会
委
員
の
上

村
政
基
さ
ん
は
「
地

域
お
こ
し
は
歴
史
お
こ
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
の
た
ど
っ
て
き
た
道
や

現
状
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
も
地
域

お
こ
し
で
は
な
い
か
と
発
言
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
し
た
。

醜

見
」
を
テ
ー
マ
に
、

て
い
る
国
道
2
5
2
号
と
主
要
地
方

道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
の
上
野
交

上
野
青
年
会
の
渡

貫
文
人
さ
ん
は
「
新

し
い
道
・
新
し
い
発

　
　
自
分
が
直
面
し

差
点
改
修
計
画
に
ふ
れ
、
地
元
の
人

の
使
い
勝
手
の
い
い
緑
い
っ
ぱ
い
の

道
で
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

正
範
さ
ん
は

ワ
ニ
シ
合
衆
国
」
を
テ
ー
マ
に
、

海
川
で
結
ば
れ
て
い
る
松
之
山
町
、

松
代
町
、
川
西
町
、
小
国
町
、
越
路

町
、
長
岡
市
の
流
域
と
高
柳
町
の
一

部
を
加
え
た
七
市
町
を
渋
海
流
域
圏

と
し
、
統
一
王
朝
し
ぶ
み
渓
国
を
建

国
し
、
物
心
両
面
に
わ
た
る
交
流
を

図
っ
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。
川
西
町

の
カ
タ
チ
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
似

て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
州
の
数
と

集
落
の
数
が
い
ず
れ
も
五
十
一
で
あ

る
こ
と
。
渋
海
川
が
コ
ロ
ラ
ド
川
、

関
田
山
脈
が
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
で
あ
る

こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
ア
メ
リ
カ
と
の

灘

　
川
西
町
連
合
青
年

組
織
Y
A
R
O
U
K

A
I
事
務
局
の
渡
辺

「
し
ぶ
み
渓
国
と
力

　
　
　
　
　
　
　
渋

い
ろ
い
ろ
な
示
唆
や
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た

交
流
事
業
を
通
じ
て
地
域
振
興
を
図

っ
て
は
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
の
後
、
望
月
・

田
中
両
先
生
か
ら
助
言
や
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
が
、
　
『
こ
う
い
う
会

は
一
回
で
終
わ
ら
せ
て
は
だ
め
で
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
人

と
地
域
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
く
る
』
と

ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
た
方
は
「
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
町
の
な
か
に
も
外
に
も
新
し
い

仲
間
が
で
き
た
の
で
、
交
流
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
ま
た
あ
る

方
は
「
準
備
し
て
い
る
と
き
か
ら
み

ん
な
一
生
懸
命
で
楽
し
か
っ
た
。
大

変
だ
っ
た
け
ど
ま
た
機
会
が
あ
っ
た

ら
参
加
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
次
回
の
開
催
地
は
佐
渡
の
畑
野
町
、

川
西
町
か
ら
も
大
勢
参
加
す
る
こ
と

を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　覇

纒i．

　
ま
ご
ぜ
ん
ば
し

孫
左
衛
門
橋
の
工
事
順
調
に
進
む

　
県
の
市
町
村
代
行
事
業
と
し
て
行

っ
て
い
る
町
道
山
野
田
下
平
線
の
陸

橋
「
孫
左
衛
門
橋
」
関
連
工
事
は
、

十
月
下
旬
の
開
通
に
向
け
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
に
と
も
な
っ
て
九
月
二

十
日
ま
で
車
両
全
面
交
通
止
め
と
な

っ
て
お
り
、
皆
様
に
ご
不
便
を
か
け

て
お
り
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
J
R
の
調
圧
水
槽

（
通
称
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
）
に
絵
を
か
く

計
画
で
お
り
ま
す
の
で
、
徐
々
に
進

ん
で
い
く
工
事
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

万一に備え訓練に励む
　十日町地域消防署川西分遣所（大島真一

郎所長）では、万一の事故や災害に備えて

訓練を行つています。

　この日は、防煙マスクに酸素ボンベを背

負って壁面を降りる、実戦さながらの訓練

を行っていました。

訓
練
を
行
な
う
方
も
見
守

る
方
も
真
剣
で
す

⑤6．7．10



地
域
別
懇
談
会
開
催
さ
れ
る

　
六
月
二
十
七
日
、
妻
有
の
地
（
十

日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里

村
）
で
県
主
催
の
地
域
別
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
別
懇
談
会
は
、
県
民
参

加
型
の
県
政
を
実
現
す
る
た
め
、
各

界
各
層
の
県
民
の
方
よ
り
生
の
声
を

聞
き
、
県
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目

的
に
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
午
前
中
は
、
上
野
の
星

名
邸
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
を
会

場
に
、
十
日
町
市
か
ら
草
野
靖
子
さ

ん
、
根
津
明
義
さ
ん
、
川
西
町
か
ら

は
渡
貫
文
人
さ
ん
、
星
名
康
弘
さ
ん
、

津
南
町
か
ら
は
滝
沢
忠
さ
ん
、
本
山

克
美
さ
ん
、
福
原
立
志
さ
ん
、
中
里

村
か
ら
は
村
山
一
恵
さ
ん
、
藤
ノ
木

修
さ
ん
の
九
人
の
若
者
が
参
加
し
、

ろ
ば
た
を
囲
ん
で
知
事
と
妻
有
郷
の

活
性
化
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

上野の

渡貫文人さん

　
そ
れ
ぞ
れ
の
方
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
が
、
主
な
も
の
だ
け
列
記
し

ま
す
。

○
都
会
に
は
な
い
自
然
が
あ
り
、
あ

く
せ
く
と
し
な
い
土
地
柄
で
あ
る
。

○
親
が
農
業
を
や
っ
て
い
た
の
で
何

沖立の

星名康弘さん
　（新潟市在住）

の
抵
抗
も
な
く
農
業
を
継
い
だ
。
た

だ
若
い
仲
間
が
少
な
い
の
が
残
念
だ
。

○
大
学
四
年
生
で
就
職
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
。
地
元
に
も
建
築
関
係
の

仕
事
は
あ
る
が
、
若
い
う
ち
は
修
業

の
時
期
と
考
え
、
大
き
な
仕
事
や
需

要
の
多
い
会
社
で
働
き
た
い
。
で
も
、

い
ず
れ
は
帰
っ
て
き
た
い
。

○
こ
の
よ
う
な
会
は
大
切
で
あ
り
も

っ
と
企
画
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
開

催
日
等
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。
な

ど
の
意
見
が
あ
り
、
最
後
に
知
事
は
、

新
潟
地
震
三
十
周
年
防
災
訓
練
の
際
、

講
演
し
た
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト
さ

ん
の
話
し
に
ふ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は

物
事
は
、
自
立
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
の
順
と
な
っ
て
い
て
、
例
え
ば
福

祉
の
こ
と
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
ず

自
分
で
考
え
、
手
に
余
る
よ
う
で
あ

れ
ば
家
庭
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
っ
た
順
に
進
み
、
行
政
は
最
後

で
あ
る
と
い
っ
た
話
を
紹
介
し
、
『
住

ん
で
い
る
土
地
が
ど
う
し
た
ら
よ
り

住
み
良
く
な
る
か
、
若
い
人
た
ち
が

考
え
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
っ
て
も
ら
い
た
い
』
と
結
び
ま
し

た
。

、蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
，
麗

の
皆
さ
ん
と
立
話
し

　
午
後
か
ら
は
会
場
を
中
里
村
の
ユ

ー
モ
ー
ル
に
移
し
、
県
政
に
つ
い
て

の
質
問
や
要
望
等
を
聞
く
「
さ
わ
や

か
ト
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
約
四
百
二
十
人
が
集
い
、

十
三
人
の
方
が
道
路
改
良
や
農
業
問

題
等
に
つ
い
て
県
政
に
要
望
や
提
言

を
し
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
約
四
十
人
が
参
加
し
、

南
雲
博
さ
ん
（
田
中
町
）
、
田
口
直

人
さ
ん
（
木
落
）
、
小
林
正
夫
さ
ん

（
木
島
）
が
質
問
や
要
望
を
し
ま
し

た
。

質問する

南雲博さん

南
雲
さ
ん
は
、
平
成
七
年
度
の
転

作
配
分
の
考
え
方
や
中
山
間
地
農
業

に
対
す
る
県
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
知
事
は
、
平
成
七
年
度

の
転
作
配
分
は
平
成
六
年
度
と
同
じ

配
分
を
す
る
方
針
で
あ
る
が
、
水
稲

の
作
付
に
・
意
欲
や
平
成
六
年
度
の
実

施
状
況
及
び
市
町
村
等
の
関
係
機
関

の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
中
山
間
地
に
つ
い
て
は
平
地
よ

り
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
の
影
響
を
受
け
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
県
単
独
事
業
の
メ
ニ

ュ
ー
を
増
や
し
た
り
、
関
係
す
る
事

業
を
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

答
え
ま
し
た
。

質問に答える

平山県知事

質問する

田口直人さん

　
田
口
さ
ん
は
、
農
業
人
口
の
流
失

が
懸
念
さ
れ
る
地
域
で
、
行
政
が
関

係
し
た
企
業
等
の
新
設
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。
農
業
の
後
継
者
（
小
中
校

生
）
に
対
す
る
農
業
教
育
の
考
え
方

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
知
事
は
、
第
3
セ
ク
タ
ー
方
式
な

ど
に
よ
る
食
品
加
工
と
い
っ
た
二
次

産
業
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
、
観
光

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

農
業
教
育
に
つ
い
て
は
県
独
自
で
作

成
し
た
も
の
を
、
資
料
と
し
て
教
育

現
場
で
活
用
し
て
い
る
の
で
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

．i舞

質問する

小林正夫さん

　
小
林
さ
ん
は
、
雪
を
利
用
し
た
施

設
建
設
に
よ
る
地
域
振
興
を
図
っ
て

ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
知
事
は
、
雪
国
を
生
か
し
た
ス

ポ
ー
ツ
支
援
事
業
も
行
っ
て
い
る
の

で
活
用
願
い
た
い
と
答
え
ま
し
た
。遡

壕

質
問
や
返
答
を
う
な
ず
き
な

が
ら
聞
く
参
加
者

6．7．10⑥



ン〃中子は身近なプレイソ
　
中
子
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

の
一
環
と
し
て
造
成
し
、

平
成
三
年
度
よ
り
皆
様
の

憩
い
の
場
所
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
六
月
五
日
、
芝
生
広
場

の
隣
に
グ
レ
ス
テ
ン
ラ
ン

ド
が
オ
ー
プ
ン
し
、
中
子

の
プ
レ
イ
ス
ポ
ッ
ト
が
ま

た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　
グ
レ
ス
テ
ン
ラ
ン
ド
は
、

約
五
千
平
方
材
の
コ
ー
ス

に
初
心
者
用
と
メ
イ
ン
の

コ
ー
ス
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

メインコースは、全長120m巾30m
平均斜度50　最大斜度70

　
滑
っ
て
い
た
新
潟
大
学
ス
キ
ー
部

の
方
は
「
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
と
て
も

お
も
し
ろ
い
と
思
う
」
と
、
会
社
の

同
僚
で
長
岡
市
と
柏
崎
市
か
ら
来
た

と
い
う
方
は
「
場
所
が
チ
ョ
ッ
ト
わ

か
り
ず
ら
か
っ
た
が
、
お
も
し
ろ
い

の
で
今
度
は
友
達
も
連
れ
て
来
た
い
」

と
、
ま
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方

は
「
初
心
者
で
も
少
し
講
習
を
受
け

れ
ば
安
心
し
て
滑
れ
る
の
で
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
天
気
の
い
い
日
に
、
お
弁
当
を
持

っ
て
、
気
の
合
う
仲
間
や
ご
家
族
そ

ろ
っ
て
、
中
子
台
地
で
リ
フ
レ
ッ
シ

ユ
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
〔
「
ー
」

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
J

　
　
　
　
o
　
、
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
、
ゴ
ル
フ
一

　
　
　
　
、
　
練
習
場
”

　
　
　
　
陶
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
。
n
“
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詞
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嚇
＝
モ

ヘ
，
、
　
子

　
　
－
　
　
　
中

ノ

」
コ
「」 川…川川ぐ…川川1川コ
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込　　場
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ヨ
q
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謹勲 ・〕

o
芝
生
広
場
＿o貿

く
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※曽 観光交流会館（H6年度建設）
’
コース

nl

φ…

．．］ 長L∫
1鷺鶴禦＿．

　　＼略，

　　「
　　’一

t．、

‘　　￥
／●磐 八愈婿糟b貌

験麟

土
・
日
曜
・
祝
日
及
び
夏
休
み

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

営
業

●グレステンランド料金表

小　　　　人 大　　　　人 ブーツ
レンタル用具レンタル リ　フ　ト 用具レンタル リ　フ　ト

2時間
500円 800円 800円 1，000円 500円
1，300円 1，800円

1　日
1，000円　1，500円 1500円　2000円，　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 1，000円
2，500円 3，500円

小人、大人共30分ごとに500円加算

500円（リフト、レンタル料は含みません）

2時間2，500円
20，000円

，＿些＿ハウ

羅誌⊇
璽
ス
ン
．
．
》

○用具レンタルには、グランジャー・ストッ久プロテクターを含みます。

金
習
習
券

　
　
　
ン

　
講
講
ズ

料
　
　
レ
一

　
　
ノ
シ

　
者
　
　
ト

　
　
一
フ

長
、
　
　
リ

　
心
ク
一

　
　
　
バ

延
初
ス
T

90に＝＝　　▼　　　　驚

　　　　家発．N　　6
ク　ー　　汐も　9

　　ピー一一！（遡1．．．

N巡．

1．3haの芝生広場、お弁当を持って、一日

ゆっくり過ごしませんか

ナ
イ
タ
ー
施
設
完
備
の
1
8
ホ
ー
ル

タ
涼
み
が
て
ら
ど
う
で
す
か

9
月
上
旬
ま
で
は
午
前
9
時
～
午
後

9
時
30
分
、
9
月
中
旬
か
ら
は
午
前
1
0

時
～
日
没
ま
で
営
業

●パターゴルフ料金表

施設等 使用　者等 使用料 単　　位

コ　ー　　ス
個人

大　　　　人 900円 1ラウンド当り
子　　　供
（中学生以下） 400円 〃

年　　間　　会　　員 100円 〃

夜間照明 ナイター時施設使用者 200円 〃

パ　タ　ー 100円 1本

運動靴 200円 1足

ボ　ー　ル 無　料　貸　出　し 一

年間会員権

個　　人　会　　員 5，000円 1シーズン当り

ファミリー会員
　（5人以内）

10，000円 〃

※10人以上（年間会員を除く）で使用する場合、コース使用料を

　1人200円割引します。
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川西中学校新体育館の建設が本格化

　
六
月
十
四
日
、
川
西
中

学
校
の
屋
内
運
動
場
改
築

工
事
が
い
よ
い
よ
本
格
化
、

昭
和
三
十
九
年
か
ら
川
西

中
学
校
の
生
徒
を
見
守
り

続
け
て
き
た
体
育
館
に
、

大
き
な
建
設
機
械
の
巨
大

な
ア
ー
ム
が
伸
び
、
一
動

作
ご
と
に
、
生
徒
の
歓
声

を
包
ん
で
き
た
体
育
館
が

解
体
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
十
五
日
に

行
わ
れ
る
郡
市
の
各
種
大

会
の
壮
行
会
が
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
、
九
種
目
に

出
場
す
る
選
手
達
を
応
援

鰍
灘
、

歌
や
エ
ー
ル
で
激
励
し
ま
し
た
。
こ

の
会
の
中
で
菅
井
校
長
先
生
は
「
懐

か
し
い
体
育
館
は
今
日
中
に
な
く
な

り
ま
す
が
、
体
育
館
の
建
設
を
期
し

て
、
ま
た
新
し
い
川
西
中
学
校
魂
を

作
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
激

励
さ
れ
ま
し
た
。

　
解
体
作
業
を
見
て
い
た
方
は
「
こ

の
体
育
館
は
私
た
ち
が
最
初
に
利
用

し
ま
し
た
。
今
度
は
、
子
供
が
中
学

生
に
な
り
、
新
し
い
体
育
館
を
利
用

す
る
ん
で
す
よ
。
何
か
時
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
ね
～
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
新
体
育
館
の
概
要
は
次
の
通
り
で

す
。

▲ノ勤クホウのアームが動くたびに

親しんできた体育館の姿が変わりました

新
旧
体
育
館
大
き
さ
比
べ

　　　区分項目 新体育館 旧体育館 比較

延床面積 　　m24360，

　　m21666，

約2．6倍

内
　
　
，
訳

体
育
館
部

1階 1，725 1，156

約3．0倍2階 1，812 278

3階 806

廊下外 17 232

〈
フ
レ
ー
フ
レ
ー
川
中
〃

新体育館の1階は多目的広場です。

故太田長栄さんが叙勲
　故太田長栄さん（中央町）は、長年の保護司

活動が認められ、勲5等瑞宝賞を授与されまし
た。

　この日は、亡くなられた太田さんの代わりに、

親族代表として高崎正弘さんが、新潟保護観察

所長三宅康男さんから叙勲の伝達を受けました。

　　難…　　　，馨購灘　　　㎜　螺
灘
難
1翻，、薩嚢鵬，，灘轍

菱耀朧、、礫鰯螺、墾

黙醐欝題灘、霧蟷・
　羅灘鐵鱗灘難　　　　　　　　　　・繍，　　　灘灘鍵騨蝶

　
　
　
　
⑧

　
　
　
　
　
1
0

　
　
　
　
　
7
。

騨灘・　
　
　
が

灘
難
鞭

若山さんに観光功労表彰
　長年にわたり川西町の観光事業に取り組んで

こられた若山三郎さん（新町新田）が県観光協

会（厚地武会長）から観光功労者表彰を受けら
れました。

　若山さんは、昭和54年から14年間にわたり節
黒城跡保存会長を務められ、現在は天神ばやし

保存会長、町郷土芸能協会長をされています。

　　　　　　痴螢／



赤勝て！白勝て！各地で運動会
　
六
月
五
日
、
川
西
町
の
四
つ
の
小
学
校
で
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
千
手
小
学
校
で
は
「
一
人
一
人
が
ヒ
ー
ロ
ー
だ

！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
二
十
一
の
種
目
に
。
上
野

小
学
校
で
は
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
二
十
二
の

種
目
に
。
橘
小
学
校
で
は
橘
・
白
倉
統
合
を
記
念

し
て
二
十
一
の
種
目
に
。
仙
田
小
学
校
で
は
仙
田

地
区
の
運
動
会
も
合
わ
せ
て
二
十
七
の
種
目
に
親

4～6年「騎馬戦」上野／』￥

5・6年「大地の躍動」千手小

購

橘小1・2年「とんでとんでジャンケンポン」

子
や
地
区
の
皆
さ
ん
が
一
日
中
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各
校
と
も
趣
向
を

凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
盛
り
だ
く
さ
ん
。
グ
ラ

ン
ド
は
一
日
中
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

臓．
鞭

懸
答
　
灘
羅

蟹灘
　
　　螺縣5：灘騰幾襲　　　　　　　　　　　　　　　　額灘i難職，．1磯．染

仙田小　地区対抗「めくっちゃいやよ」

会
六
月
＋
貢
総
合

動　　
　
体
育
館
で
な
か
ま
の
家

　
　
　
　
（
小
林
重
俊
施
設
長
）

運
の
運
動
会
が
あ
り
ま
し

で
縫
糞
器

なかまの家
火
台
を
飾
り
、
元
気
一

杯
頑
張
り
ま
し
た
。

　
写
真
の
競
技
は
、
普

段
中
子
の
ゴ
ル
フ
練
習

場
で
仕
事
と
し
て
や
っ

て
い
る
ボ
ー
ル
拾
い
を

種
目
に
取
り
入
れ
た
も

の
で
す
。

烏
聴

ス
ポ
少
の
野
球
大
会

　
六
月
二
十
日
、
庚
塚
野
球
場
で
第

十
六
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野

球
交
流
大
会
中
越
地
区
大
会
予
選
会

兼
第
十
八
回
新
潟
日
報
杯
中
魚
沼
地

区
大
会
が
行
わ
れ
、
川
西
町
か
ら
は

千
手
タ
イ
ガ
ー
ス
と
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

が
、
津
南
町
か
ら
は
下
船
渡
レ
ッ
ド

イ
ー
グ
ル
ス
が
、
中
里
村
か
ら
は
倉

俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
出
場
し
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
橘
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
優
勝

し
、
二
十
五
日
と
七
月
五
日
に
長
岡

市
で
行
わ
れ
た
中
越
大
会
に
出
場
し
、

健
闘
し
て
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　鱈
灘懸灘

襯

宣
誓
す
る
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス

鴫
原
君
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無
人
ヘ
リ
に
よ
る
航
空
防
除

　
新
潟
川
西
農
業
協
同
組
合
（
丸
山

欽
一
郎
組
合
長
）
で
は
、
防
除
の
人

員
確
保
の
困
難
な
状
況
及
び
経
費
の

節
減
等
を
図
る
た
め
、
県
の
補
助
事

業
を
導
入
し
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
適
期
防
除
・
高
生
産
性
体
制

を
確
立
す
べ
く
、
下
島
地
区
に
一
台

導
入
し
ま
し
た
。

　
従
来
、
下
島
地
区
で
は
地
上
防
除

で
8
人
の
作
業
員
を
必
要
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
空
中
散
布
で
は
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
補
助
員

を
含
め
て
四
人
で
作
業
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
費
は
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
一
台
で
六
九
〇
一
千
円
、

こ
の
う
ち
県
よ
り
二
六
八

○
千
円
、
町
よ
り
六
七
〇

千
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

な
か
ま
の
家
で

　
　
　
　
　
　
お
か
ら
ク
ッ
キ
ー

　
な
か
ま
の
家
ア
ク
ト
で
は
、
最
近

あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
お
か

ら
に
注
目
し
、
お
か
ら
ク
ッ
キ
ー
と

し
て
イ
ベ
ン
ト
等
の
際
に
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
作
り
方
は
、
お
か
ら
の
水
分
を
な

く
し
て
パ
ウ
ダ
ー
化
し
、
こ
れ
に
小

麦
粉
、
卵
、
バ
タ
ー
、
砂
糖
を
よ
く

混
ぜ
、
オ
ー
プ
ン
で
十
六
分
位
焼
き

エンジンの音も高らかにラジコンヘリがティクオフ

醸繋

ま
す
。
サ
ッ
ク
リ
と
し

た
歯
ざ
わ
り
と
豆
の
風

味
が
残
っ
て
い
て
好
評

で
す
が
、
最
産
化
が
で

き
ず
注
文
に
応
じ
き
れ

な
い
の
が
悩
み
と
の
こ

と
で
す
。

浦難

サクッとした歯ざわりでおいしいよ

水
不
足
で
田
に
亀
裂

　
昨
年
は
長
雨
低
温
、
今
年
は
干
ば
つ
か
と
も

思
え
る
ほ
ど
晴
天
の
日
が
続
き
、
仙
田
地
区
の

天
水
田
を
中
心
に
ヒ
ビ
や
亀
裂
が
入
り
ま
し
た
。

　
六
月
中
旬
の
降
雨
に
よ
り
、
い
き
を
つ
い
た

田
も
あ
り
ま
し
た
が
、
植
え
付
け
出
来
な
か
っ

た
田
も
約
四
十
誓
ほ
ど
あ
り
、
生
育
障
害
を
起

こ
し
て
い
る
田
も
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
　
（
中
魚

沼
農
業
共
済
組
合
調
べ
よ
り
）

　
こ
れ
か
ら
の
天
候
に
よ
る
要
素
も
あ
り
ま
す

が
、
順
調
に
成
育
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

中央のシャープペンシルが15cmヒビの大きさ
想像してください。
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御存じですか国保制度
　今回から数回にわ
たり、広報とおしら
せ版を使って国民健
康保険制度のあらま
しをお知らせします。

第1回は「国保をさ
さえるもの」です。

嬰
－｝

保険税ってなあに？　　　　　　　礒留踊綴鋤

国保は、助け合いの精神にもと

づいて、加入者の万一の病気やケ

　　　　　　　　　　　被保険義ガ、事故などにかかる医療費の負

担を軽くしようとするものです。　　　釧課鑑

治体負担分を引いたものが保険税です。

適正な医療費負担のためにも、保険税は必ず納めなければならない大

切な財源なのです。

所得割額
各世帯の収入
に応じて計算

平等割額
一世帯にいく
らと計算

　F【奨，
　3…ゆ
　ド’　｝　　論

　r

均等割額
各世帯の加入
者数に応じて
計算

監芽　gr
　守・禽．　　ロ

穫」　『さ姪

資産割額
各世帯の資産
に応じて計算

μン　1　　、　欝魅　L璽7

保険税

攣ゲ
ギ

保険税は、上記の4
種の計算法を基本に、

各市区町村の実情によ
り組み合せて決められ
ます。

保険税はこうして決め

られます

　保険税は、次の4種の項目に

ついて、世帯ごとの負担額を計

算し合計したものが、1年間の
保険税となります。

色とりどりのしようぶ
　松葉荘展望台の裏手にある松葉沢公
園のしょうぶが見頃です。
　今年は、六月中旬までの晴天でしょ
うぶの生育が悪く、開花が遅れていま
したが、二百三十種八千株のしょうぶ
が色とりどりに咲き競っています。

二
百
三
十
種
の
し
ょ
う
ぶ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

短
冊
に
願
い

　
六
月
三
十
日
、
橘
保
育
園
で
祖
父

母
参
観
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
と
一

緒
に
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
園
に
来
る
と
い
う
の
で
、
子
供
た

ち
は
朝
か
ら
興
奮
気
味
、
思
い
思
い

の
飾
り
を
一
緒
に
作
り
短
冊
に
願
い

を
込
め
て
大
き
な
竹
に
結
び
ま
し
た
。

　
短
冊
に
は
「
お
お
き
く
な
っ
た
ら
、

く
る
ま
の
う
ん
て
ん
し
ゅ
に
な
り
た

い
」
、
「
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
に
な
り
た

い
」
、
「
な
き
む
し
が
な
お
り
ま
す
よ

う
に
」
な
ど
、
願
い
が
か
な
う
と
い

い
で
す
ね
。

込
め
て
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町
て
は
．
平
成
七
年
四
月
一
日
採

用
の
一
般
事
務
職
員
（
初
級
職
）
三

人
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
ー
52
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合

が
す
る
試
験
）

試
験
日
9
月
1
8
日
（
日
）

受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
9
時
4
0
分

試
　
験
　
場
　
長
岡
市
四
郎
丸
町

　
　
　
　
　
県
立
長
岡
大
手
高
校

【
試
験
の
方
法
】

　
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
、
地
方

　　　　（採用試験実施要項）

一般事務黎契採用の予定

申込受付7月10日～8月15日
　　　　　（郵送消印は8月12日まで）

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
知
識

と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記

試
験
と
作
文
試
験
及
び
事
務
適
性
検

査
を
行
い
ま
す
。

携
行
品
　
受
験
票
、
H
B
鉛
筆
、
消

　
　
　
し
ゴ
ム
な
ど
。
ボ
ー
ル
ペ

　
　
　
　
ン
や
万
年
筆
使
用
は
無
効

合
格
発
表
　
1
0
月
中
旬
ご
ろ

2
　
一
一
次
試
験

試
　
験
　
日
　
1
1
月
上
旬
ご
ろ
（
一

　
　
　
　
　
次
試
験
合
格
者
に
別

　
　
　
　
　
途
通
知
）

試
　
験
　
場
　
川
西
町
地
域
活
性
化

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
稜
場
裏
）

方
　
　
　
法
面
接
試
験

【
採
　
用
　
日
】

　
平
成
7
年
4
月
1
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
用
事
項
を
記
入

押
印
。

　
写
真
（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
無
帽
・

　
正
面
上
半
身
）
三
枚
を
添
え
て
役

場
行
政
係
へ
。

【
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類
】

履
歴
童
目
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
7
月
1
0
日
～
8
月
1
5
日
（
郵
送
の

場
合
、
消
印
は
8
月
1
2
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
暦
六
八
⊥
三
一
一

　
　
　
　
有
線
一
二
三
三

ド
ラ
ム
缶
の
ゴ
エ
モ
ン
風
呂
・
ア
～
イ
イ
気
持

自
然
体
験
の
お
さ
そ
い

づo
ロρ

”
■

幽活動場所　　新潟県中魚沼郡川西町仙田地区

囹活動期間　 7月27日㈱～8月1日（月）
囹参加対象者　　新潟県内・関東地区在住の児童・生徒（小3～中3）30人

囹参　加　費　　長岡駅集合・解散　小学生　37，000円　中学生　37，000円

　　　　　　　　上野駅集合・解散　小学生　42，000円　中学生　50，000円

　　　　　　　　現地集合・解散小学生33，000円中学生33，000円
　　　　　　　　　（上記参加費には、交通費・滞在費・指導費・保険料などが含まれています）

囹参加申し込み締め切り　　7月20日㈱

囹問い合わせ先　〒948－01新潟県中魚沼郡川西町大字霜条144

　　　　　　　　　　　　　川西町教育委員会内「仙田郷子ども村」係

　　　　　　　　　　　　　盈0257－68－2167
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．7．10⑫

口



千
手
村
の
学
校
間
題
①

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

，
は
じ
め
に

　
地
理
的
な
環
境
か
ら
古
来
一
村
で

扱
わ
れ
て
き
た
仙
田
村
は
、
と
か
く

排
他
的
な
封
鎖
性
が
強
く
て
学
校
問

題
に
も
怨
念
が
こ
も
り
、
半
世
紀
に

わ
た
っ
て
も
め
続
け
た
経
緯
は
こ
れ

ま
で
に
述
べ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え

明
治
以
降
の
小
村
合
併
で
大
き
く
な

っ
た
千
手
村
の
学
校
間
題
（
千
手
校

と
中
野
校
の
統
合
）
は
、
運
命
共
同

体
的
な
地
縁
集
団
の
対
立
と
は
違
っ

た
一
過
性
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
大
き
な

台
風
が
来
て
過
ぎ
去
っ
た
に
等
し
い

カ
ラ
ッ
と
し
た
騒
ぎ
で
あ
っ
た
。

　
本
号
か
ら
そ
の
「
千
手
村
の
学
校

間
題
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た

が
、
本
筋
に
入
る
前
に
、
近
隣
の
町

村
長
が
辞
職
す
る
に
至
っ
た
要
因
や

小
村
解
消
の
政
策
に
呼
応
し
て
う
ぶ

声
を
あ
げ
た
千
手
町
村
と
中
野
村
の

成
立
か
ら
説
く
こ
と
に
し
た
い
。

学
校
問
題
が
命
取
り

　
町
村
制
の
施
行
（
明
治
二
十
二
年

四
月
）
以
後
、
川
西
町
の
誕
生
に
至

る
ま
で
の
旧
町
村
長
の
在
任
期
間
を

調
べ
て
み
る
と
、
住
民
の
衆
望
を
に

な
っ
て
就
任
し
た
首
長
が
任
期
な
か

ば
で
辞
職
す
る
例
が
少
く
な
い
。
第

二
次
世
界
大
戦
の
直
後
に
旧
中
魚
沼

郡
二
十
二
町
村
の
う
ち
十
七
ヵ
村
の

村
長
が
戦
事
責
任
を
と
っ
て
一
斉
に

辞
職
し
た
場
合
を
別
に
す
る
と
、
表

向
き
は
「
一
身
上
の
都
合
」
で
あ
っ

て
も
、
仙
田
や
千
手
で
は
学
校
問
題

が
収
拾
で
き
な
く
て
引
責
辞
職
し
た

人
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
あ
る
。

　
首
長
が
辞
職
す
れ
ば
「
待
っ
て
ま

し
た
」
と
ば
か
り
に
だ
れ
か
が
権
力

の
座
に
つ
く
の
が
世
の
常
で
あ
る
の

に
、
そ
の
栄
光
を
担
う
人
が
い
な
く

て
、
知
事
や
郡
長
か
ら
村
長
代
理
を

命
ぜ
ら
れ
た
役
人
が
着
任
し
、
村
の

偉
い
さ
ん
方
を
向
う
に
ま
わ
し
て
村

政
に
君
臨
し
た
不
面
目
な
時
代
を
か

え
り
み
、
躍
進
す
る
川
西
町
の
い
ま

し
め
に
し
た
い
。

千
手
村
に
も
村
長
代
理

　
仙
田
村
の
学
校
間
題
と
似
た
例
が

千
手
町
村
（
明
治
二
十
二
年
か
ら
大

正
十
一
年
十
月
ま
で
）
と
千
手
村

（
大
正
十
一
年
十
一
月
か
ら
昭
和
九

年
七
月
ま
で
）
に
も
み
ら
れ
る
。
大

正
五
年
一
月
二
十
五
日
に
千
手
町
村

長
の
清
水
甚
二
（
中
屋
敷
）
が
辞
職

し
た
が
、
そ
の
あ
と
村
長
に
な
り
手

が
な
く
て
中
魚
沼
郡
役
所
か
ら
樋
口

新
吉
郡
書
記
が
千
手
町
村
長
職
務
管

掌
と
し
て
着
任
、
五
月
十
日
以
降
は

大
滝
幸
一
郎
が
十
月
三
十
一
日
ま
で

村
長
臨
時
代
理
を
勤
め
て
い
る
。

　
千
手
町
村
と
中
野
村
が
合
併
し
て

千
手
村
に
な
る
と
、
学
校
問
題
が
こ

じ
れ
て
昭
和
五
年
五
月
十
二
日
に
高

橋
増
三
郎
村
長
（
坪
山
）
が
辞
職
、

収
入
役
を
兼
任
し
て
い
た
丸
山
春
吉

助
役
（
中
屋
敷
）
も
辞
職
し
、
新
潟

県
属
の
前
川
謙
治
が
職
務
管
掌
に
任

命
さ
れ
て
同
月
二
十
六
日
ま
で
在
職

す
る
。
そ
の
あ
と
青
柳
松
蔵
（
新
潟

市
西
大
畑
）
が
村
長
臨
時
代
理
者
と

な
り
、
千
手
の
大
和
屋
旅
館
に
住
所

を
移
し
て
翌
六
年
一
月
二
十
七
日
ま

で
在
職
し
、
同
日
付
で
千
手
村
長
に

就
任
し
た
丸
山
春
吉
と
交
代
す
る
。

辞
職
の
多
い
上
野
村

　
上
野
村
で
は
村
長
を
勤
め
た
十
六

人
（
再
任
者
を
含
む
）
の
う
ち
十
人

が
任
期
な
か
ば
で
辞
職
し
て
い
る
。

辞
職
の
時
期
を
年
代
別
に
み
る
と
明

治
三
十
九
年
か
ら
六
年
間
に
四
人
、

大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
六
年
ま
で
の

間
に
三
人
、
同
十
二
年
か
ら
二
十
一

年
の
間
に
三
人
が
辞
職
し
て
い
る
が

政
治
的
な
申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
上
野
村
は
明
治
後
期
に

県
が
中
野
村
や
橘
村
と
の
合
併
を
勧

告
す
る
た
び
に
村
中
が
大
き
く
ゆ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
村
会
勢
力
二
派
の

中
で
大
字
所
有
の
林
野
（
共
同
ボ
イ

山
）
の
統
一
を
め
ぐ
っ
て
も
め
る
こ

と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
軽
率
な
記
載

は
慎
み
た
い
。
橘
村
は
、
ほ
と
ん
ど

の
村
長
が
任
期
を
満
了
し
て
い
る
。

千
手
村
の
誕
生

　
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
に
当
た

り
、
県
は
「
町
村
合
併
標
準
」
を
策

定
し
、
従
来
小
さ
な
集
落
を
単
位
に

構
成
さ
れ
て
き
た
村
が
お
お
む
ね
三

百
戸
以
上
の
村
に
な
る
こ
と
を
標
準

に
町
村
合
併
を
促
進
し
た
。
川
西
町

で
は
仙
田
村
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
一

村
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十

二
年
に
新
し
く
千
手
町
村
、
中
野
村
、

上
野
村
、
橘
村
が
誕
生
し
た
。

　
千
手
町
村
は
水
口
沢
村
、
中
屋
敷

村
、
東
善
寺
村
、
上
新
井
村
、
山
野

田
村
、
沖
立
村
の
六
ヵ
村
が
合
併
し

て
一
村
と
な
っ
た
が
、
明
治
十
四
年

に
上
新
井
村
の
内
か
ら
真
田
村
（
現

十
日
町
市
）
を
分
離
独
立
さ
せ
た
ほ

か
は
従
来
の
区
域
に
変
更
が
な
か
っ

た
。
合
併
の
事
由
は
「
各
村
小
弱
独

立
ノ
資
力
ナ
ク
、
水
口
沢
村
外
四
ヵ

村
ハ
古
来
千
手
組
ト
称
ス
ル
一
小
市

場
ニ
シ
テ
民
俗
風
俗
一
ナ
ル
ヲ
以
テ

合
併
ヲ
便
ト
ス
、
又
沖
立
村
ハ
接
続

ノ
小
村
ニ
シ
テ
之
レ
ニ
属
ス
ル
ニ
異

議
ナ
シ
」
で
、
古
来
千
手
組
と
称
し

て
い
た
こ
と
を
理
由
に
千
手
町
村
と

称
し
た
。
合
併
前
年
は
戸
数
合
わ
せ

て
三
百
七
十
戸
、
人
口
は
二
千
百
八

人
を
数
え
て
い
る
（
川
西
町
史
）
。

中
野
村
の
誕
生

　
中
野
村
は
鶴
吉
村
、
霜
条
村
、
坪

山
村
、
高
原
田
村
、
伊
勢
平
治
村
、

友
重
村
、
弘
道
新
田
、
宗
正
村
を
も

っ
て
一
村
と
し
た
。
こ
の
村
は
明
治

士
二
年
に
水
口
沢
村
の
内
旧
観
音
堂

領
十
三
戸
を
分
離
し
て
友
重
村
に
合

し
た
ほ
か
は
従
来
の
区
域
に
変
更
が

な
か
っ
た
。
合
併
の
事
由
に
は
「
千

手
町
村
ト
上
野
村
ノ
中
間
に
点
々
散

在
セ
ル
小
村
落
ヲ
合
シ
テ
新
村
ヲ
造

成
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
地
形
平
坦
交

通
便
ナ
ル
ヲ
以
テ
合
併
ヲ
便
ト
ス
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
野
村
と
称
し

た
の
は
上
野
村
と
千
手
町
村
の
中
央

に
位
置
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
合
併

前
年
の
戸
数
は
二
百
十
七
戸
、
人
口

は
一
千
二
百
九
十
三
人
を
数
え
て
い

る
（
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
）
。

　　　　　　（南雲町長提供）

6．7．10

千
手
町
村
（
昭
和
初
期
）
の
中
心
街
⑬



ム
圃
圏
團

圃
團
回
▽

新
刊
の
り
も
の
え
ほ
ん

全
刊
三
十
五
巻
紹
介
　
小
峰
書
店

◎
幼
児
か
ら
親
子
で
楽
し
め
ま
す
。

①
お
お
さ
か
か
ん
じ
ょ
う
せ
ん

②
き
し
ゃ
に
の
っ
て
い
っ
て
き
ま
す

③
F
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

④
東
京
の
で
ん
し
ゃ
ず
か
ん

⑤
ひ
こ
う
き
に
の
っ
た
よ

⑥
ぼ
く
の
ま
ち
の
路
面
電
車

⑦
電
車
で
し
り
と
り
箱
根
へ
い
っ
た

⑧
あ
た
ら
し
い
新
幹
線
大
集
合

⑨
ぼ
く
は
五
〇
〇
〇
が
た
電
車

⑩
東
京
の
水
上
バ
ス

⑪
あ
つ
ま
れ
は
た
ら
く
自
動
車

⑫
ぼ
く
の
特
急
え
き
た
ん
け
ん

⑬
ぼ
く
と
上
越
し
ん
か
ん
せ
ん

⑭
J
R
ま
わ
る
ま
わ
る
山
の
手
線

⑮
走
れ
二
階
だ
て
新
幹
線

⑯
ぐ
ん
ぐ
ん
は
し
れ
中
央
線

⑰
ち
い
さ
な
赤
い
き
か
ん
し
ゃ

⑱
こ
ろ
ち
ゃ
ん
の
は
た
ら
く
自
動
車

⑲
J
R
新
し
い
特
急
ず
か
ん

⑳
関
西
の
で
ん
し
ゃ
ず
か
ん

⑳
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
ほ
く
と
せ
い

⑳
う
み
ね
こ
い
わ
て
の
宅
急
便

⑳
の
っ
て
み
た
い
な
特
急
ず
か
ん

⑳
い
や
い
や
バ
ス
の
三
ば
ん
く
ん

⑳
あ
さ
い
ち
ば
ん
の
新
幹
線

⑳
走
れ
ち
ん
ち
ん
で
ん
し
ゃ

⑳
へ
ん
し
ん
自
動
車
え
ん
こ
く
ん

⑳
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
さ
く
ら
ご
う

⑳
は
し
ご
車
せ
い
の
び
く
ん

⑳
か
も
つ
れ
っ
し
ゃ
の
ワ
ム
く
ん

⑳
ど
ん
こ
う
れ
っ
車
が
と
ま
り
ま
す

⑫
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ん
こ
う

⑳
走
れ
東
北
し
ん
か
ん
せ
ん

⑭
海
の
電
車
ぼ
く
ら
の
江
の
電

⑳
J
R
あ
た
ら
し
い
電
車
ず
か
ん

ム
ラ
言
葉
そ
の
2

　
小
海
正
太
郎
（
小
根
岸
）
さ
ん
の

発
刊
さ
れ
た
、
ふ
る
さ
と
言
葉
改
訂

版
「
中
魚
沼
の
ム
ラ
言
葉
抜
粋
5
千

字
」
よ
り
、
ご
く
一
部
を
抜
粋
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
第
2
回
目
で
す
。

げ
え
の
ん
ヘ
コ
ン
ナ
モ
ノ
（
ツ
マ
ラ

ナ
イ
物
）
）

け
え
っ
つ
お
（
裏
返
し
）

げ
え
る
（
蛙
）

け
え
っ
こ
（
交
換
す
る
）

け
な
り
が
す
（
見
せ
び
ら
か
す
）

こ
う
し
ゃ
く
し
る
（
ク
ド
ク
ド
と
長

話
を
す
る
）

こ
ご
い
る
（
凍
死
）

こ
さ
ぶ
い
（
ウ
ス
寒
い
）

ご
っ
た
く
（
振
舞
い
行
事
）

こ
ぶ
で
（
過
労
で
手
首
が
腫
れ
る
）

さ
い
ば
ん
こ
き
（
チ
ョ
ッ
ヵ
イ
を
す

る
人
）

さ
く
ば
み
ち
（
農
道
）

さ
っ
ち
ょ
っ
ぱ
ら
い
（
後
始
末
の
ダ

ラ
シ
な
い
こ
と
）

，

小
わ
に
レ

　
　
　
岬
壇

高
崎
正
風
選

山
荘
の
ト
ロ
ン
湯
と
い
ふ
初
夏
の
湯
に

ト
ロ
ン
湯
に
峡
の
緑
を
一
望
す

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
　
星
光

旱
り
田
の
稲
を
叩
い
て
慈
雨
来
る

八
十
路
吾
れ
ま
だ
頼
ら
る
・
田
植
か
な

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

郭
公
の
鳴
い
て
授
戒
会
終
る
鐘

町
長
の
祝
辞
給
ま
わ
る
喜
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

吊
る
さ
れ
し
綜
に
北
の
風
を
入
れ

老
妻
の
綜
結
ふ
手
の
リ
ズ
ム
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

電
線
の
子
燕
親
に
餌
貰
う

雛
燕
肥
り
し
腹
の
白
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

夕
風
の
合
歓
を
揺
ら
し
て
川
暮
る
る

ど
く
だ
み
の
十
字
の
花
の
中
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

月
見
草
夜
ご
と
に
咲
け
る
小
庭
か
な

植
木
屋
の
帰
り
て
空
の
広
々
と

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

田
植
え
機
の
生
き
物
の
ご
と
植
え
進
む

月
見
草
朝
の
空
気
の
静
か
さ
よ

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
十
久
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

豆
蒔
く
や
は
や
も
畠
に
下
り
る
鳩
　
　
　
わ
ら
び
採
る
派
手
な
帽
子
は
旅
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ラ
ス
窓
螢
止
ま
り
て
光
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
高
橋
　
と
よ
1

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸
あ
じ
さ
い
の
七
色
画
が
く
絵
具
と
く
　
　
7
。

一
と
雨
の
来
て
茄
子
の
花
つ
ぎ
つ
ぎ
に
　
　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦
　
サ
ク
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

陶
タ
ヌ
キ
首
か
し
げ
居
り
五
月
照
り
　
　
蝉
取
る
子
放
つ
子
踏
む
子
怖
が
る
子

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

練
馬
ま
だ
畑
の
多
し
大
根
蒔
く
　
　
　
　
つ
や
／
＼
と
八
ッ
手
光
り
て
梅
雨
空
に

春
う
ら
ら
仏
師
の
墾
の
音
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人
蝸
牛
角
を
伸
ば
し
て
動
き
初
む

首
あ
げ
て
親
の
餌
を
待
つ
巣
の
つ
ば
め
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

如
露
の
水
浸
み
ゆ
く
音
や
旱
畑
　
　
　
　
残
雪
の
ア
ル
プ
ス
浮
か
ぶ
梅
雨
晴
れ
間

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

こ
の
土
地
の
習
い
の
ひ
と
つ
ち
ま
き
結
う
一
つ
一
つ
土
つ
け
く
れ
し
苗
売
女

親
不
知
子
不
知
海
の
夏
め
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女
鎌
倉
の
あ
じ
さ
い
の
寺
見
て
歩
く

五
月
晴
授
戒
勤
め
し
作
務
衣
ほ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎
　
保
一

円
や
か
に
／
＼
に
ツ
ゲ
刈
ら
れ
ゆ
く
　
　
軒
菖
蒲
吊
る
し
息
災
祈
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

湯
沸
し
の
笛
の
鳴
り
ゐ
し
昼
寝
覚
め
　
　
宇
宙
へ
の
旅
に
金
魚
の
出
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人
　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
　
頼
太

大
花
火
夜
空
に
咲
い
て
夏
祭
り
　
　
　
　
梅
雨
晴
や
色
と
り
ど
り
の
あ
や
め
園

　
　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
　
詩
朗
　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢
　
澄
代

荷
を
と
け
ば
母
の
香
り
の
笹
綜
　

寸
感
　
正
風

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

故
郷
の
便
り
も
添
え
し
綜
か
な
　
　
　
●
八
十
路
吾
れ
ま
だ
頼
ら
る
・
田
植
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ
　
ま
だ
ま
だ
と
い
う
気
慨
が
感
じ
ら
れ
る

旱
魅
や
行
の
如
く
に
水
を
や
る
　
　
　
●
町
長
の
祝
辞
給
わ
る
喜
雨
の
中

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き
　
喜
雨
も
又
め
で
た
い
。
句
に
喜
び
が
あ
る
。

ざ
ら
っ
ぽ
い
（
表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ
し

て
い
る
こ
と
）

さ
ん
ぱ
く
（
モ
ン
ペ
）

じ
く
ね
る
（
ス
ネ
ル
（
駄
々
を
言
う
）
）

し
た
む
（
注
ぐ
、
（
お
茶
、
酒
な
ど
）
）

し
っ
こ
に
ぎ
り
（
誰
に
も
や
ら
ず
一
人

占
め
す
る
こ
と
）

し
な
っ
こ
い
（
し
な
や
か
）

じ
ゃ
み
る
（
駄
々
を
コ
ネ
ル
）

す
あ
（
わ
）
ぶ
る
（
シ
ャ
ブ
ル
（
吸
う
）
）

ず
い
っ
ち
ょ
（
ク
ツ
ワ
虫
）

す
く
だ
ま
る
（
ス
ク
ム
（
カ
ガ
ミ
込
む
）
）

ず
た
く
る
（
ノ
タ
ク
リ
回
る
）

す
っ
ぱ
く
ろ
う
（
道
化
者
）

せ
い
た
が
な
い
（
ガ
ッ
カ
リ
す
る
）

せ
い
た
ん
ね
え
（
大
げ
さ
）

せ
が
き
れ
る
（
息
切
れ
す
る
）

せ
せ
な
げ
と
ん
ぼ
（
イ
ト
ト
ン
ボ
）

せ
っ
こ
う
か
け
る
（
督
励
す
る
）

せ
っ
つ
え
も
ん
（
自
家
用
野
菜
）

せ
つ
ら
が
ね
え
（
気
忙
し
い
）

そ
い
が
っ
た
（
ソ
ウ
ユ
ゥ
の
だ
）

そ
う
づ
ら
ね
え
（
ソ
レ
所
デ
無
イ
）

そ
こ
っ
た
ま
（
一
番
の
底
）

そ
そ
っ
こ
う
（
雑
な
行
動
）

そ
っ
ち
っ
ぺ
た
（
ソ
チ
ラ
の
方
）

そ
ら
っ
ぺ
（
ソ
ソ
ッ
カ
シ
イ
）



　
ク
リ
ニ
ッ
ク
川
西
で
内
視
鏡
検
査

が
で
き
ま
す
。
検
査
日
は
広
報
お
し

ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
五
月
二
十
一
日
に
初
め
て
内
視
鏡

の
検
査
を
受
け
た
と
い
う
男
性
は

「
思
っ
て
い
た
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
製
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
，

　
　
　
　
　
　
灘
鐵
簸

灘
、
，
騰
鐵
、
、
・
灘
難
縫

　
　
　
　
　
　
睡
獄

　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
箋

露

ヤ蟹、

融、…、、…顕

き
ま
し
た
。
も
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
受
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

川
西
高
校
野
球
部
に

雨
天
投
球
練
習
場

　
川
西
高
等
学
校
（
渡
辺
銀
次
郎
校

長
）
の
野
球
部
に
、
後
援
会
や
保
護

者
会
、
地
元
企
業
か
ら
の
寄
附
等
に

よ
る
雨
天
投
球
練
習
場
が
で
き
ま
し

た
。　
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
畠
山
主
将

は
「
こ
れ
で
雨
の
日
で
も
ピ
ッ
チ
ン

グ
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
夏
の
大
会
に
向
け
て
一
層
頑
張

り
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　
場
内
に
は
、
町
長
の
筆
に
よ
る

「
一
球
入
魂
」
の
額
が
掛
か
り
、
練

習
を
す
る
球
児
た
ち
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。

11
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■材　料

　きんぴら用の市販のもの、みつば
　卵、だし汁

■調味料

　しょう油、みりん、砂糖

■作り方

①水3、しょう油1、みりん1、

　砂糖少々ときんぴらを鍋に入れ
　　て煮る。

②煮立ったら、とき卵をかけふた
　　をする。

　③とき卵に火が通ったら2～3cm
　　に切ったみつばをちらして出来
　　上がり。

毎
年
受
け
よ
う
胃
が
ん
検
診

健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
集
落
活
動

　
町
で
は
、
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
が

多
く
、
が
ん
検
診
の
受
診
者
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル

集
落
を
認
定
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
方
を

中
心
に
集
落
の
実
態
に
合
っ
た
方
法

で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
集
落
は
、
高
原
田
・
三
領
・

野
口
・
岩
瀬
（
昭
和
6
3
年
度
認
定
）
、

沖
立
・
元
町
（
平
成
元
年
度
認
定
）

の
六
集
落
で
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、

①
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
年
一
～
二
回
）

②
健
康
づ
く
り
座
談
会
（
年
一
回
）

③
保
健
婦
の
全
斤
訪
間
（
4
集
落
）

④
三
年
末
受
診
者
へ
公
衆
衛
生
推
進

員
に
よ
る
受
診
勧
奨
（
平
成
3
年
度
）

で
、
こ
の
結
果
胃
が
ん
検
診
の
受
診

率
は
、
表
の
よ
う
に
モ
デ
ル
集
落
で

は
、
町
の
平
均
を
上
回
る
成
績
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
胃
が
ん
予
防
か
ら
、
環
境

問
題
や
高
齢
化
の
間
題
に
も
関
心
が

高
ま
り
、
廃
油
利
用
の
石
け
ん
作
り

や
学
習
会
を
続
け
て
い
る
集
落
も
あ

り
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
の
声

○
役
員
が
率
先
し
て
検
診
を
受
け
、

集
落
の
人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

○
関
心
を
高
め
た
一
番
の
き
っ
か
け

　
は
、
健
康
づ
く
り
座
談
会
で
し
た
。

。
医
師
や
保
健
婦
の
話
で
・
早
期
発
騒

見
、
早
期
治
療
で
死
な
な
く
て
も
魎
㈹

よ
・
類
を
教
え
落
た
虐
た
『
幽

の
　
　
　
が
あ
り
な
こ
や
か
で
し
た

．
錫
婬
諺
嫁
受
鶴

・
常
会
●
組
常
会
を
通
じ
て
蓮
絡
臨

が
し
や
す
く
、
婦
人
部
の
協
力
が
麗

得
ら
れ
、
関
塞
．
同
ま
り
ま
し
た
．
螺

○
わ
か
り
や
す
い
資
料
で
、
検
診
率

　
の
低
さ
や
死
亡
率
を
知
り
驚
き
ま

し
た
。

　
モ
デ
ル
集
落
事
業
は
、
平
成
五
年

度
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
で

高
ま
っ
て
き
た
”
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
”
と
い
う
意
識
を
、
よ
り

広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表・胃がん検診受診率の推移
　　　　　　　　　　　職場、ドンク、病院を
　　　　　　　　　　　含めた受診率
　　　　　　　　　　　一モデル集落平均
　　　　！ノ　ー、鴨嫡”一’””　　一一一・町平均

車検診
匿璽雪モデル集落平均

□町平均

63年　　元年　　2年　　3年　　4年　　5年　（年）

（％

60

50

40

30

20

10

　0

63年 元年 2年 3年 4年 5年

□町 19．2 19．4 201 232 178 160
厘翻モデル 20．6 25．0 30．6 25．2 212 207
一一・町 44．0 44．3 42．0 51．3 483 490
一モデル 47．0 46．7 548 559 548 550

⑮6．7．10



犠
篭
葛
り
＠
葛
名
犠
豪
葛
葛

戸
籍
の
窓
か
ら

名
名
り
頓
葛
名
り
り
り
り
犠
名
名
り
φ
名
り
＠

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　　　（　　　（
星井中小　小
　　　　佐
名川西川　川

清
和

恵
美
子

　
勝
久
美
子
明
弘

　
薫

下
平
新
田

鹿
児
島
県
か
ら

赤
谷

高
柳
町
か
ら

新
町
新
田

沖
立
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

昇
天
き
め
い
福
を
祈
る
黒
嶋

江田山山戸平高
口中家家田野橋

タ　イ庚省英幹
二文ト治吾男夫
88807774696317
ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ　ハ
忠英文　本本福
　　　哲
夫雄夫　人人蔵
）　）　）　）　）　）　）

蝋吉黙

菱

ウ
サ
ギ
さ
ん
、

元
気
に
育
て
ウ
サ
ギ
ち
ゃ
ん

星
名
裕
二
麟

　
　
な
つ
こ

丸
山
奈
都
子
浩

　
　
　
　
　
好

　
　
　
ゆ
う
き

斎
藤
佑
樹
恵
弘
子
二
男
上

　
　
　
ち
お
り

江
口
千
織
忠
一

　
　
　
　
　
祐
　
子

滋
野
識
美
マ
女
野

　
　
　
か
す
み

　
　
　
香
純
正
巳

　
　
　
　
　
早

　
　
　
な
　
ま

丸
山
．
菜
帆
義
幸
長
女
根

　
　
　
　
　
良
　
子

　
　
　
ひ
と
み

小
幡
　
　
瞳
正
　
人
長
女
木

　
　
　
　
　
　
恵

　
　
　
ま
さ
し

小
川
雅
轟
摯
男
栄

小
林
暴
一
二
雄

　
　
　
　
　
幸

ゆ
う
じ
口
弘

　
　
　
　
子

　
　
　
　
一

　
　
　
　
子

二
男
伊

二
女
根

こ
ん
に
ち
は

　
　
六
月
十
七
日
、
千
手
小
学
校
（
松

　
井
定
延
校
長
）
の
二
年
生
が
津
南
町

　
の
外
丸
保
育
園
に
子
ウ
サ
ギ
を
も
ら

　
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
津
南
町
ま
で
の
交
通
は
、
子
供
た

　
ち
が
時
刻
や
料
金
を
調
べ
て
路
線
バ

　
ス
と
飯
山
線
を
利
用
し
、
キ
ッ
プ
も

　
自
分
で
買
い
ま
し
た
。

　
　
も
ら
っ
て
き
た
子
ウ
サ
ギ
は
白
一

　
羽
と
黒
一
羽
で
、
二
つ
の
ク
ラ
ス
で

　
そ
れ
ぞ
れ
飼
育
し
て
い
ま
す
。
名
前

　
は
ま
だ
つ
い
て
い
ま
せ
ん
が
小
さ
な

　
手
で
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

（
」
（

u－b／’κり円仏　§皿田町落深田口倉野深友
0．一〇臼一旧”D一■”■〇一qo日0鱒O－0”9一一一．■一．■0一一〇一〇〇一〇巴000－0一一一〇一一口000－0000一一駒0一一一〇〇一〇．一ロー0．■億0一一〇■9一口00鱒oo■o一■9一一〇〇■90一一〇〇〇〇〇〇〇〇〇一〇〇〇〇一〇鱒OOO－0臼・9000■90000

〉
2
年
青
木
翔
太
君

ぐ
3
年
南
雲
す
み
れ
さ
ん

饗．簸

羅

6年五十川真美さん》
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　▼4年羽鳥ゆきさん
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▲1年星名大地くん

榛轡

　　

　φ　　▲5年平野明子さん
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　　　（8月号は上野小学校です）
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